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神戸から世界へつなぐ、
国内外からいただいた支援への感謝と
未来へのメッセージを届けるプロジェクト

1995年1月17日、大きな被害をもたらした阪神・淡路大震災では、多くの命が

奪われるとともに、まちや建物なども大きな被害を受けました。しかし私たちは、

国内だけでなく多くの諸外国・地域からの支援に勇気をもらい、それを

心の支えとして再び立ち上がり、復興の道のりを歩んできました。

震災から21年、ここ神戸の地でＧ７神戸保健大臣会合が開催されます。

この会合が神戸で開催されることとなったのは、「阪神・淡路大震災から

復興を成し遂げたこと」も評価の一つとされています。

兵庫・神戸がG7神戸保健大臣会合で世界に注目されるこの機会に、阪神・

淡路大震災で国内外からいただいた多くの支援をもう一度見つめ直し、

支援に対する感謝のメッセージとともにこれからの想いや行動につなげて

いく未来へのメッセージを発信しましょう。
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平成28年9月11日（日）・12日（月）の2日間、G7（日本、

アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、カナダ）

各国の保健担当大臣やEU（欧州連合）などの国際機関

代表が一堂に会し、国際的な保健課題について議論する

会合が神戸ポートピアホテルにて行われます。

Ｇ７神戸保健大臣会合※

東日本大震災に次ぐ、当時戦後最大規模と言われた大震災。
一体どれくらいの規模で被害はどれほどあったのでしょうか？

阪神・淡路大震災とは？

被害はどれくらいだったの？

「阪神・淡路大震災」は、日本で初めての近代的な大都市における直下型地震であり、大きな破壊力をもって、
いまだかつてない大きな被害をもたらしました。

① 発生日時：平成７年１月17日午前５時46分
② 震源地：淡路島北部
③ 震源深さ：約16km
④ 規 模：マグニチュード7.3｠
⑤ 震 度：震度６（一部地域で震度７）
⑥ 特 徴：横ゆれと縦ゆれが同時に発生

厚生労働省の調べでは、1995年１月～６月の死者のうち窒息・圧死が77％に達し、
主に高齢者に被害が集中し、神戸市では死者のうち60才以上が全体の59％にものぼりました。
一方で、神戸にボランティアに来た人たち延べ1,670,000人、近隣住民などによる救出が77.1％にものぼり、
ボランティアの存在や市民間の助け合い、日頃の交流がいかに重要かということがわかりました。

震災は多くの命を奪うとともに、都市や建築物に大きな被害を与え、市民に直接的な大被害を与えます。
少しでも被害を小さくするためにこの経験を教訓にして次の世代に語り継ぐと共に日頃から、

一人一人が防災・減災の意識を高めていくことがとても大切になります。
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アメリカ

67ヶ国もの国・地域が神戸を支援してくれました。阪神・淡路大震災時、

一体どんな国がどのような支援をしてくれたのでしょうか？
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◎ どんな支援があった？

SUPPORTS
FROM OVERSEAS
海外からの支援

毛布など

義援金・寝袋など

義援金

義援金など

義援金

義援金

毛布など

義援金・缶詰など

義援金

義援金・
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※1995年当時の国名で記載しています。

バングラデシュ

インド
ネパール

中国
韓国

JAPAN



5 6

1

お茶の味萬

伊東 正和さん
Masakazu Ito

2

株式会社夢舞台
ウェスティンホテル淡路

淡路夢舞台国際会議場 顧問

西田 裕さん
Yutaka Nishida

1

お茶の味萬　店主

伊東 正和さん
い と う ま さ か ず

1 9 7 8年に長田・大正筋商店街に店舗を構え、震災を乗り越え
今も同じ場所で営業を続ける。
かつては商店街振興組合の副理事長も務める。

在日外国人が
多いまち、長田

　今ヨーロッパなどでは移民につ

いて議論が交わされていますが、

長田は昔から在日外国人が多く、

様々な国籍の人が支え合って暮ら

してきたまちだと思っています。

長田を支えたケミカル産業などで

昔からベトナムの労働者を受け入

れていたり、韓国や北朝鮮国籍の

方がまちで当たり前に暮らし働い

てきました。

　もちろん人権問題などの困難も

ありましたが 、その 都 度 向かい

合って話し合いながら、彼らの生

きる強さとも言えるたくましさと

共存してきており、長田の人たち

はそうやって人間関係を築きあげ

てきました。

人と人のつながりが、
住みやすく災害に強い
まちをつくる

　長田は震災で大きな被害を受け
ました。僕がお茶屋を構えるこの

商店街も全壊全焼でした。すべて

燃えてしまいました。お金もです。

それでも、何もなくなった瓦礫の

前にベニヤ板を出してできるだけ

早くお店を始めました。

　なぜなら、常連のお客さんが待っ

ていてくれたからです。それはと

ても嬉しいことで、ずっと積み重

ねてきた人の縁に感謝しました。

　この商店街は、復興の過程で大

きく立派なものへと生まれ変わり

ました。アーケードは立派になり

ましたが、時代が変わると共に小

さな商店は経営的にも厳しくなり、

どんどんとまちから離れてしまい、

これまで築いてきた人のつながり

はどんどんと薄くなってしまいま

した。今思うのは、人のつながり

は普段は見えないですが、災害時

や日常生活で困った時には非常に

柔軟にお互いに助け合う力を持っ

ているという、当たり前の大切さ

です。自分たちのまちは自分たち

で守り育てるものです。小さな商

店の大切さは、地域に根を下ろし

ていることだと思います。

　国を超えて地域で支え合うとい

うことは、災害時に助け合えるつ

ながりをつくるということです。

　毎日の一人一人の小さな選択の

積み重ねが人と人のつながりを

つくり、自分たちの住みやすい

まちをつくっていくことにつな

がります。

味萬さん自慢の緑茶と抹茶アイス

東北への支援を通してつながった
気仙沼の被災者の方が作られた本と
ふりかけ

大正筋商店街のアーケード
震災後、まちが復興するのと
同時に再開発された

4

公益財団法人
神戸都市問題研究所

本荘 雄一さん
Yuichi Honjyo

3

Radio FMYY
FM わぃわぃ

金 千秋さん
Chiaki Kim

阪神・淡路大震災の教訓を活かし、活動する人たち
それぞれの視点から見える神戸について語っていただきました。

神戸で活動する人たち4人のマイストーリー

KOBE
がれき

震災体験から
見えてきた
人と人のつながりの強さ
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海外支援の力を
最大限に活かす
受け入れ準備の重要性

2

西田 裕さん
に し だ ゆたか

1970年兵庫県入庁。その後(財)自治体国際化協会シンガポール
事務所次長としてシンガポールに赴任。帰国後、震災を経験する。
震災時は、知事公室国際交流課に勤務し海外からの支援受け入れを担当。
現在は、株式会社夢舞台・ウェスティンホテル淡路・淡路夢舞台国際
会議場顧問など様々な分野で活動している。

様々な支援を海外から受けた
阪神・淡路大震災
　

　震災発生当時は、兵庫県の国際交

流課で海外からの救援隊、救援物資

や義援金の受け入れをしていました。

震災の数日後にはスイ｠スから25人と

救助犬12頭、フランスから60人と救

助犬4頭の救援隊が神戸市内に入

り、被災地で行方不明者の捜索活動

をしました。またイギリスからもIRC

（国際救援組織）の15人が来日し、捜

索活動にあたっています。

　救援物資は国内外から非常にたく

さん送られてきました。その中でもあり

がたかったのは、水や大きなテント。

震災直後にカナダから届いた大小

様々な35個のテントは自衛隊が避難

所の脇に組み立て、避難所や救援物

資の備蓄のために使用されました。

またインドネシアから届いた合板は、

主に仮設住宅や道の舗装に活用され

ました。

震災の知識を共有し、つなげる
　
　海外支援は被災地にそれを受

け入れる準備が出来ていなけれ

ば、せっかくの支援を十分に活か

すことができません。

　震災当時、緊急支援の受け入れ

方法や、義援金の受け取り、レス

キュー隊、調査隊やNGOとの連絡

に必要な通訳ボランティアについ

て、また日本に住む外国人の安否

確認や災害情報をどのように彼ら

へ伝えるかなど私が記録していた

業務内容は、20 1 1年に東日本大

震災が起きた直後に東北の3県と

共有し、役立ててもらいました。

支援を受けた被災地のできること

　阪神・淡路大震災後、支援を受け

た被災地として兵庫県は多くの海外

への被災地に支援を行っています。

例えば1999年に起きたトルコの大

地震の時には、集まった義援金でトル

コの子供達のための奨学基金を設立

し、0歳の子供が義務教育を修了する

までの14年間支援を行いました。

防災・減災のために必要なこと
　

　日本では災害時の「受援システム」

(援助を受ける準備) を確立していく

必要があるのではないかと思います。

それから、地域に住む外国人にとっても

住みやすい街を一緒に作っていくこと。

そういうことの積み重ねが防災や減災

につながっていくと思うんです。

株式会社夢舞台 / ウェスティンホテル淡路 / 
淡路夢舞台国際会議場 顧問

言葉の壁をこえて
支援を届ける
災害ラジオ

臨時災害FM
たかとりコミュニティセンターの仲
間たちと協力して東日本大震災後、
立ち上がった臨時災害FMの多言語
情報支援を行った

インタビュー時に見せていただいた
阪神・淡路大震災の教訓が記載され
ている『伝える』

兵庫県が行った復興10年総括検証（平成15
～16年度）を基に、教訓の全体像について
再整理し分かりやすくまとめたもの

まちの画伯高木良行さんが描いた
FMわぃわぃの看板

オックスファム・ジャパンの支援で
製作し、東日本大震災の被災地で配
った災害時携帯ラジオ

3

金 千秋さん
きむ ち あ き

祖母の代からの神戸っ子。震災後2週間で放送を開始した在日コリ
アンコミュニティの安否確認ツールFMヨボセヨに参加。その後
「たかとり救援基地」でのベトナム人への情報発信FMユーメンと
合流し被災市民からの発信「FMわぃわぃ」へと移行した。

震災時浮きぼりになった
「言葉の壁」

　阪神・淡路大震災直後に、神戸の

外国人被災者の安否確認をすること

はとても大変でした。当時、避難所に

入った在日韓国人たちは名簿に韓国

名ではなく日本名を書いていたため、

避難所に行って国内外の仲間たち

から送られてきた物資を配りたくて

も送り先の本人の名前を見つけるこ

とができなかったのです。

また、難民としてやってきたベトナム

人たちの多くは、日本語がわからな

いので避難所の場所も分からない

し、自分たち外国人が避難所に入っ

ていいのかもわからず、とても不安

に思っていました。

国籍を越えて人をつなぐラジオの力

　その時に、ラジオなら彼らに呼び
かけたり災害情報を伝えることがで

きると気づき、長田区に立ち上げた

のが韓国語・朝鮮語と日本語放送

の「FMヨボセヨ」です。そのラジオ

放送で「何時何分に仲間から避難

所に届いたものを持っていくから、

『ヨボセヨ』と声をかけたら出てきて

ください」と連絡しました。

「ヨギ=こっち」「ボセヨ=見て」でこっ

ちを見て、という意味です。

　このラジオがスタートしてから3ヶ月

後、ベトナムや中南米の人たちはもっ

と困っているのではないかと考え、ベ

トナム語やブラジル人、フィリピン人、

中国人やスペイン語圏の人たちに向

けた６言語のラジオ「FMユーメン」も

始めました。この2つが一緒になり、日

本初の市民が立ち上げた災害ラジオ

「FMわぃわぃ」ができました。

「違い」を認め合える
神戸のまち
　
　FMわぃわぃは、震災後から現在

まで彼らの生活に役立つ情報を発

信する番組を放送し、ラジオを通し

て多様性を認め合える社会をつくる

様々な取り組みを震災後、続けてき

ました。

　地域に住む外国の人たちを支援

することで、海外とのつながりは深まり

ます。なぜなら、彼らが日本に良い印

象を持つとそれを自分の国に伝えて

くれるからです。そして、その良好な

関係が万が一、再び災害が起きた

時に海外の方が日本を支援してくれ

ることにつながります。

　つまり、様々な国の人たちと「違い」

を認め、支え合うことでお互いの国

の支援にもつながるということです。

RadioFMYY　FMわぃわぃ　代表理事



震災の経験から
生まれたボランティアと
国際支援
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公益財団法人 神戸都市問題研究所 常務理事・研究部長

本荘 雄一さん
ほんじょう ゆ う い ち

震災時は、神戸市企画調整局総合計画課に勤務。震災以降は、復興計画
の進行管理を担当し、市民とともに2度の復興検証を行い、教訓をまとめた。
現在は、神戸都市問題研究所の常務理事・研究部長だけでなく、JICAで
の研修のコースリーダーも担当している。

ボランティア受け入れの仕組みが
なかった阪神・淡路大震災

　震災の発生直前、私は神戸市役
所の総合基本計画（マスタープラン）

を策定する部署に勤めていました。震

災発生直後にボランティアの受け入

れを担当することになり、ボランティア

希望者の受付を行いました。その数は

3日間で6,000件になりました。当時

は、ボランティアの受け入れの制度や

仕組みが整っていなかったため苦労

しましたが、結果的には、ボランティア

の方に、物資の支給など被災者の

ニーズに即したきめ細やかな支援を

行っていただきました。その中には、個

人で海外からボランティアに来られ

た方もいました。言語や生活環境が

壁となり、受け入れ側も海外の方も

対応が難しかったのを覚えています。

被災者のニーズと、支援者の
得意をつなぐ民間の力
　
　阪神・淡路大震災の教訓を活か

し、緊急時にボランティアセンターを

設置する仕組みが全国的につくられ、

その後の大きな災害には、兵庫・神戸

のボランティアの方の活躍も見られま

した。しかし、2011年に発生した東日

本大震災では、被害があまりにも大き

く、自治体の職員や施設が被災してし

まったことも要因となり、そもそもボラ

ンティアセンターが立ち上げられない

事態も見受けられました。その時活躍

したのがNPOやNGOなどの民間組

織ボランティアであり、行政の手が届

かない役割をいち早く果たしました。

またその支援は、専門性が活かされて

おり量的にも質的にも評価され、海外

での災害対応の経験が活かされたこ

とも評価されたことの一つです。この

ようなことから、阪神・淡路大震災は

「ボランティア元年」、東日本大震災

は「NPO元年」と言われています。

様々な復興の
担い手としての「外助」

　また、阪神・淡路大震災では、「公助」

「共助」「自助」の3本柱が確立されま

した。東日本大震災では、様々な国々

から多大な支援が寄せられ、それを

柔軟に受け入れることによって、復興

に大きく寄与したことから、その3本

柱に「外助」が加わりました。これまで

国際支援といえば、発展途上国の支

援が主に注目されていましたが、これ

からは、災害面でも世界規模で協力

し合い、防災や災害復興の知恵や教

訓を共有していくことが重要です。 

行政からの目線で当時の阪
神・淡路大震災の支援状況に
ついてお話頂いた

本荘さんが執筆された本

6月24日のキックオフミーティングを皮切りにプロジェクトがスタートしました！
このプロジェクトに共感し、力になりたいとたくさんの大学生、震災を経験された方、遠方に住まれてる方などもプロジェクトメ
ンバーとして集まってくれました。そしてプロジェクトメンバーと共に今回ご協力頂いた様々な方のヒアリングを重ねていき、この
パンフレットは完成しました！

ACTIVITY REPORT
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G7神戸保健大臣会合推進協議会　｜　NPO法人Co. to .hana

【運営事務局】

G7神戸保健大臣会合推進協議会　事務局：神戸市企画調整局保健大臣会合推進室　TEL：078 - 3 2 2 - 6 8 0 5　FAX：078 - 2 3 2 - 7 2 3 3

NPO法人Co. t o . hana（受付：平日 午前10時～午後6時30分）TEL :06 -6654 -8830   FAX :06 -7635 -8227   MA IL : i n f o@co tohana . j p

【情報提供】

P2 兵庫県・神戸市　｜　写真提供：阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター

P3 ひょうご安全の日公式サイト（http: / /19950117hyogo. jp/20050117/shiennojoukyou.htm）

【協力団体】

FMわぃわぃ｜NGO神戸外国人救援ネット ｜ Comun idade  Bras i le i ra  de  Kansa i  NPO法人関西ブラジル人コミュニティ(CBK)  ｜

NPO法人 阪神・淡路大震災「1.17希望の灯り」（HANDS)  ｜ NPO法人プラスアーツ ｜ 大橋 雅史（関西広域連合広域防災局）｜ 

お茶の味萬 ｜ 公益財団法人 神戸都市問題研究所 ｜  CODE海外災害援助市民センター ｜ 神戸定住外国人支援センター(KFC)  ｜ 

神戸防災技術者の会（K-TEC）｜ The Confe rence  on  Ar t  and  Ar t  p ro jec ts (C .A .P)  ｜ 在日本大韓民国民団兵庫県地方本部 ｜ 

西田 裕（株式会社夢舞台・ウェスティンホテル淡路・淡路夢舞台国際会議場）｜ 森田 拓也（公益財団法人 神戸いきいき勤労財団）

（順不同 15組）

【プロジェクトメンバー】

伊藤 誠剛 ｜ 井上 雅也 ｜ 太田 真代 ｜ 木村 尚 ｜ 雲 ｜ 柴田 麻琴 ｜ 高井 千珠 ｜ 田中 はるか ｜ 田中 祥恵 ｜ Naomi ｜ 中井 優樹 ｜ ハル ｜福井 啓太 ｜ 

古江 晃也 ｜ 堀口 里菜 ｜ mayako｜ 丸岡 佑亮 ｜ 三浦 夕佳 ｜ Miho Sugimoto ｜ 村上 智香 ｜ 山田  小百合 ｜ 若林 朋実 ｜ 渡辺 沙耶　（順不同　23名）

◎ G7神戸保健大臣会合推進協議会

脇本 禎久 ｜ 小林 敦美 

◎ NPO法人Co.to.hana

西川 亮 ｜ 金田 康孝｜ 芝田 陽介 ｜ 藤野 宏美 ｜ 中村 円香 ｜ 北牧 加代乃 ｜ 大木 康代 ｜ 神谷 涼子 ｜ 野口 綾子 ｜ 田中 佐也加

G7  神戸
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